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せる活動をする。そして、それが出来上がったら、その後は、その考え方は、他のどんなところで使える

か。同じような考え方は別のところで、どういうところで使えて活用できるか。いわゆる現場で使える活

用の視点なんですが、その概念は他の場面で、どこでどういう活用をしたらいいのか。 

 例えば、今、並列つなぎの誤概念を言いましたが、あれは直列つなぎでも同じ誤概念があります。全く

同じ誤概念です。電池の誤概念というわけです。そういうことにﾌﾞﾘｯｼﾞﾝｸﾞでつなげていく。 

(ｽﾗｲﾄﾞ おわりに ～AL 型授業の留意点～) 

 まとめとなりませんが、ほとんどのまとめで言おうとした部分は、言葉で全部、言ってしまってはいる

ので、ﾚｼﾞｭﾒを配ります。ﾚｼﾞｭﾒを配りますので、それで見ていただけたらと思います。時間をいっぱい、

ぎりぎりまで使ってしまって、今日はｵｰﾊﾞｰしてしまって申し訳ありません。終わります。 

○伊 東： 予定では……。熱い授業でした。それでは、簡単に質疑応答を……。どなたか……、学生でもいいです

し、教員でもいいです。では。 
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○伊 東： ちょっと時間があれですので、ここで、そろそろ終わりにしたいと思います。それでは、閉会の挨拶を

お願いします。 

○野 田： どうも先生、長時間にわたって講義をありがとうございました。 

 実は、先ほど学長がおられるところに、3 回目ですが、今までは事例の紹介が主でしたので、今日は模

擬授業をしていただいて、とても臨場感のある FD 講演会ができたなというふうに思っています。 

 ｱｸﾃｨﾌﾞ・ﾗｰﾆﾝｸﾞは主体的で対話的な深い学びというふうに、最近、●02:03:49・・では提示されていま

すけれども、これを行うには、先生のお話を聞いて、教師が深い教材研究とやはり学習者理解の下に成り

立つんだなというふうに、感想を持ちました。実は今日、新しく建ちました教育未来館に、こうい
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